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変
ぼ
う
す
る
四
十
八
年

町
長
　
秋
　
山

　
七
十
年
代
の
政
治
を
賭
け
た
総
選
挙

も
終
り
第
二
次
田
中
内
閣
も
誕
生
、
愈

々
「
決
断
と
実
行
」
の
強
力
な
国
政
が

推
進
さ
れ
る
新
し
い
年
で
あ
り
そ
の
第

一
歩
を
印
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
松
代
町
の
総
合
計
画
の
実
施
も
第
三
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利
　
作

年
次
を
迎
え
、
更
に
新
た
な
、
国
・
県

の
本
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
事
業
に
即
応

し
た
計
画
策
定
を
図
り
漸
進
す
べ
き
年

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
上
越
広
域
市
町
村
行
政
圏
内

に
あ
っ
て
事
業
を
実
施
し
て
き
た
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
』
に
新
し
い
年
を

迎
え
て
私
は
、
広
域
行
政
圏
を
実
効
あ

ら
し
め
る
た
め
に
は
「
ま
ず
町
村
の
住

民
の
自
主
、
自
律
意
識
を
確
立
す
る
の

が
先
決
だ
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

最
近
は
広
域
行
政
に
加
え
て
、
日
本
列

島
改
造
政
策
が
打
出
さ
れ
、
政
府
・
与

党
．
各
省
で
す
N
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
実
施
段
階
で
矢
面
に
立
つ
の
は
町

村
長
で
あ
っ
て
、
そ
の
町
村
長
は
理
想

と
現
実
の
ギ
ヤ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
が
主

要
な
任
務
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
地
面

に
足
を
下
ろ
し
て
住
民
皆
さ
ま
と
と
も

に
町
政
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
幾

多
の
障
壁
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
何
分
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
と
ぼ
し
い
町
財
政
で
あ
り
ま

す
が
町
の
百
年
の
大
計
の
理
想
像
を
画

く
、
こ
れ
は
緊
急
の
こ
と
で
あ
り
、
遅

く
と
も
早
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
本
年
は
町
の
総
合
計
画
を
基

に
、
変
ぼ
う
す
る
松
代
の
姿
を
追
っ
て

新
し
い
視
野
に
立
つ
青
写
真
を
作
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
既
に
ご
承
知
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
よ
う
が
皆
さ
ま
多
年
の
宿
願
で

あ
っ
た
北
越
北
線
も
松
代
町
内
の
測
量

も
終
り
今
春
か
ら
用
地
買
収
〃
着
工
と

な
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
当
町
内
に
お

け
る
駅
の
地
点
、
鉄
道
路
線
敷
地
関
係

や
経
過
地
、
土
砂
の
処
理
等
々
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
今
春
に
関
係
筋
か
ら
お

知
ら
せ
の
あ
り
次
第
ご
相
談
申
し
上
げ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
又
、
国
道
二
五
三
号
線
の
改
良
に
つ

い
て
も
、
今
年
か
ら
田
沢
～
十
日
町
間

儀
明
～
大
島
村
大
平
間
の
燧
道
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
鉄
道
と
国
道
の

大
事
業
の
同
時
施
行
で
あ
り
ま
し
て
、

昭
和
四
十
八
年
は
当
町
の
夜
明
け
と
い

う
べ
き
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
総
合
計
画
中
の
下
山
～
海
老
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



を
結
ぶ
産
業
道
路
も
本
年
で
二
年
目
に

な
り
ま
す
。
大
橋
の
架
設
も
さ
れ
て
こ

の
完
成
も
近
い
う
ち
で
し
よ
う
。
な
お

先
般
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
室
野
城
山
、
鍋
立
山
を
水
源

と
す
る
簡
易
水
道
四
力
年
事
業
も
着
工

と
な
り
ま
す
。

　
県
道
松
代
～
高
柳
線
も
鯖
石
川
ダ
ム

の
進
捗
と
相
侯
っ
て
、
道
路
の
改
良
、

交
通
の
円
滑
化
が
な
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
本
年
は
、
国
・
県
・
町
の
公
共
道

路
事
業
等
々
が
東
西
南
北
に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

事
業
の
効
果
は
誠
に
大
き
く
、
私
た
ち

の
夢
が
理
想
が
実
現
さ
れ
ん
と
し
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

。
雪
の
カ
ー
テ
ン
が
取
は
ず
さ
れ
る
第

一
工
事
年
で
も
あ
り
ま
し
よ
う
。

ど
う
か
、
皆
さ
ん
、
こ
の
大
事
業
は
、

挙
町
一
致
の
体
制
で
、
一
に
も
二
に
も

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
っ

て
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で

何
と
ぞ
ご
温
情
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

切
に
懇
願
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

第
四
回
定
例
会
　
（
ね
月
給
日
招
集
）

「
報
告
」

　
第
ー
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
8

　
　
号
專
決
処
分
承
認
に
つ
い
て
。

　
　
歳
入
（
県
支
出
金
）
歳
出
と
も
に
一

　
　
六
五
万
四
千
円
増
、
　
（
衆
議
院
議

　
　
員
選
挙
・
最
高
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
費
の
補
正
）
一
般
会
計
合
計
歳
入

　
　
歳
出
と
も
に
七
億
一
、
一
九
二
万

　
　
一
千
円
と
す
る
予
算
を
承
認
。

　
第
2
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
9

　
　
号
専
決
処
分
承
認
に
つ
い
て
。

　
　
歳
入
（
県
支
出
金
）
歳
出
と
も
に
一

　
　
六
二
万
円
増
、
　
（
参
議
院
新
潟
県

　
　
選
出
議
員
補
欠
選
挙
費
の
補
正
）

　
　
一
般
会
計
合
計
七
億
一
、
三
五
四

　
　
万
一
千
円
と
す
る
予
算
を
承
認
。

第
3
号
建
設
常
任
委
員
会
町
内
土

　
　
木
事
業
調
査
報
告
。

第
4
号
簡
易
水
道
建
設
特
別
委
員

　
　
会
報
告
。

第
5
号
産
業
常
任
委
員
会
町
内
事

　
　
業
個
所
視
察
報
告
。

　
（
以
上
、
第
3
号
～
第
5
号
説
明
省

　
　
略
）

「
議
事
」

第
1
号
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
　
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

　
　
い
て
。

第
2
号
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更

　
　
に
つ
い
て
。

第
3
号
新
潟
県
自
治
会
館
、
管
理

　
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
。

（
以
上
、
第
1
号
～
第
3
号
説
明
省

　
略
、
議
決
）

第
4
号
松
代
町
老
人
医
療
費
の
助

　
成
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て
。
　
（
老
人
福
祉
法
第
10
条
の
第

　
2
第
3
項
く
老
令
福
祉
年
金
・
障

　
害
福
祉
年
金
の
い
ず
れ
か
の
受
給

　
者
V
に
規
定
す
る
老
人
に
対
し
、

　
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
も
っ

　
て
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

　
を
目
的
と
し
て
制
定
し
た
条
例
で

　
助
成
の
対
象
、
助
成
の
範
囲
、
資

　
格
者
証
、
助
成
の
申
請
・
方
法
等

　
を
定
め
た
も
の
で
、
昭
和
弼
年
－

　
月
－
日
か
ら
施
行
、
議
決
。
）

第
5
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
。
　
（
老
人
福
祉
法
第

　
－
o
条
の
2
に
よ
り
、
老
人
医
療
費

　
の
支
給
規
則
制
定
に
伴
い
松
代
町

　
で
は
7
0
才
以
上
の
全
住
民
を
対
象

　
と
し
て
所
得
制
限
な
し
の
医
療
無

　
料
化
制
度
施
行
の
た
め
、
国
保
被

　
保
険
者
の
高
令
者
1
0
割
給
付
の
必

　
要
性
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
国
保

　
条
例
第
4
条
第
3
項
を
削
る
も
の

　
議
決
）

第
6
号
　
一
般
林
道
下
山
海
老
線
開

　
設
工
事
の
変
更
請
負
契
約
に
つ
い

　
て
。
　
（
昭
和
4
7
年
1
1
月
1
3
日
指
名

　
競
争
入
札
に
よ
り
一
、
九
四
五
万

　
円
で
十
日
町
市
株
式
会
社
丸
山
工

　
務
所
と
契
約
し
た
工
事
の
う
ち
、

　
土
羽
打
部
分
の
一
部
軟
弱
個
所
を

　
補
強
す
る
た
め
フ
ト
ン
籠
を
増
加

　
す
る
た
め
契
約
金
額
を
一
、
九
六

　
六
万
一
千
円
に
変
更
す
る
も
の
、

　
議
決
）

（2）

第
7
号
　
農
道
桐
谷
線
開
設
工
事
の

　
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て
。
　
（
昭

　
和
47
年
1
1
月
B
日
指
名
競
争
入
札

　
に
よ
り
一
、
三
一
二
万
円
で
松
代

　
菅
井
組
と
契
約
し
た
工
事
の
う
ち

一
道
路
に
一
部
軟
弱
の
個
所
が
あ
り

　
欠
壊
の
危
険
を
生
じ
、
こ
れ
を
防

　
止
す
る
た
め
に
フ
ト
ン
籠
五
六
万

　
円
を
増
加
す
る
た
め
、
契
約
金
額

　
を
一
、
三
六
八
万
円
に
変
更
す
る

　
も
の
、
議
決
）

第
8
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10

　
号
。
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
八

　
九
万
六
千
円
を
増
額
し
、
一
般
会

　
計
合
計
七
億
二
、
一
四
三
万
七
千

　
円
と
す
る
も
の
、
議
決
。
主
な
内

　
訳
次
の
と
お
り
『
「
歳
入
」
［
◎
国

　
庫
支
出
金
ト
ー
7
0
才
以
上
老
人
医

．
療
費
因
庫
負
担
金
一
〇
九
万
四
千

　
円
。
◎
町
債
ー
道
路
整
備
事
業

　
債
．
コ
、
・
三
ニ
テ
イ
セ
ン
汐
－
事

　
業
債
等
三
件
一
、
一
六
〇
万
円
増
、

一
、
林
道
開
設
事
業
債
・
保
育
所
施
設

，
整
備
事
業
債
等
五
件
五
一
〇
万
円

　
減
、
差
引
増
六
五
〇
万
円
。

　
「
歳
出
」
◎
民
生
費
ー
老
人
医

　
療
扶
助
費
一
五
八
万
八
千
円
。

　
◎
土
木
費
ー
松
代
地
区
流
雪
溝

　
運
営
関
係
費
七
一
万
四
千
円
く
う

　
ち
寄
附
金
二
四
万
円
V
、
道
路
新

　
設
改
良
費
一
一
九
万
二
千
円

　
◎
教
育
費
－
松
代
小
学
校
昇
校

、
道
路
用
地
売
収
七
九
万
三
千
円
、

　
奴
奈
川
中
学
校
建
築
設
計
委
託
一

　
八
七
万
一
千
円
。
）

第
9
号
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
第
二
号
。
　
（
歳
入
歳
出

　
そ
れ
ぞ
れ
一
五
万
八
千
円
を
増
額

　
し
、
合
計
一
、
九
八
六
万
四
千
円

　
と
す
る
も
の
、
議
決
）

第
一
回
臨
時
会
（
1
月
6
日
措
集
）

　
議
第
1
号
　
松
代
町
職
員
の
休
日
休

　
　
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
（
説
明
省
略
）

　
議
第
2
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に

　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
主
と

　
　
し
て
、
勧
告
に
よ
り
前
年
4
月
に

　
　
さ
か
の
ぼ
り
施
行
す
る
職
員
の
給

　
　
与
改
定
に
よ
る
条
例
の
改
正
、
詳

　
　
細
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
頁
へ
続
く
）



議
第
3
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
第

　
1
1
号
。
　
（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八

　
四
八
万
五
千
円
を
増
額
し
、
合
計

　
七
億
二
、
九
九
二
万
二
千
円
と
す

　
る
も
の
、
議
決
。
　
主
な
内
容
は

　
「
歳
入
」
給
与
改
定
に
よ
る
地
方

　
交
付
税
八
○
八
万
五
千
円
、
全
国

　
庫
支
出
金
三
〇
万
円
、
全
県
支
出

　
金
一
〇
万
円
、
計
八
四
八
万
五
千

　
円
。
　
「
歳
出
」
給
与
改
定
費
八
四

　
八
万
五
千
円
。
）

議
第
4
号
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
第
3
号
。
　
（
事
業
勘

　
定
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
五
万

　
五
千
円
を
増
額
し
合
計
一
億
七
、

　
五
六
一
万
一
千
円
。
診
療
施
設
勘

　
定
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
三
万
円

　
を
増
額
し
合
計
二
、
〇
四
九
万
四

　
千
円
と
す
る
も
の
、
議
決
。
内
容

　
「
歳
入
」
国
庫
支
出
金
七
五
万
五

　
千
円
。
　
「
歳
出
」
給
与
改
定
費
七

　
五
万
五
千
円
。
）

議
第
5
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
第
2
号
。
　
（
歳
入
歳

　
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一
万
円
を
増
額
し

　
合
計
四
九
八
万
七
千
円
と
す
る
も

　
の
、
議
決
。
内
容
は
給
与
改
定
費

　
歳
入
は
使
用
料
。
）

議
第
6
号
　
農
業
共
済
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
第
3
号
。
　
（
歳
入
歳

　
出
そ
れ
ぞ
れ
七
七
万
九
千
円
を
増

　
額
し
合
計
二
、
二
二
九
万
九
千
円

　
と
す
る
も
の
、
議
決
。
内
容
は
給

　
与
改
定
費
、
歳
入
は
県
補
助
金
）

～
稿
～慰
新
春
に
思

画
　
　
内
．

「
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に
つ
れ
」
と

云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
近
頃
そ
の

言
葉
に
関
心
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
。

歌
ほ
ど
そ
の
時
代
の
世
相
を
反
映
す
る

も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
手
近

い
例
で
す
が
．
私
ど
も
が
家
庭
で
テ
レ

ビ
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
当

初
は
演
芸
娯
楽
の
チ
ヤ
ン
ネ
ル
を
回
す

と
、
ま
だ
く
私
た
ち
に
と
っ
て
陵
し

い
歌
謡
が
見
聞
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
七
、
八
年
経
っ
た
今
日

は
ど
う
で
し
よ
う
か
。
作
詞
に
せ
よ
作

曲
に
せ
よ
、
何
一
つ
私
共
の
郷
愁
を
そ

』
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

時
に
は
不
満
や
る
方
な
い
気
持
に
な
る

と
同
時
に
、
こ
ん
な
歌
を
喜
ん
で
き
い

て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
今
の
世
は
若

い
人
た
ち
の
間
に
秩
序
が
保
た
れ
な
い

の
だ
と
、
偏
見
を
抱
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
頃
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
余
程
反
省
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
時
代
が
劃
然
と
変
っ
た
事

に
気
付
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
私
共

六
十
路
を
越
え
た
人
達
は
時
代
の
流
れ

か
ら
お
き
去
ら
れ
た
の
だ
と
屠
り
ま
し

た
。
イ
ヤ
、
そ
れ
は
私
一
人
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。

　
私
は
又
こ
ん
な
こ
と
も
考
え
る
の
で

す
。
私
た
ち
年
代
の
人
達
が
、
か
っ
て

大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て

隔
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支
芸
霞
しぶみ句会

新年句

斉
木
・
淡
水

㌔
参
道
に
大
蝋
燭
の
寄
進
か
な
。

㌦
得
意
札
は
左
に
並
ベ
カ
ル
タ
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
公
明

　
挨
拶
は
小
雪
う
れ
し
と
皆
が
云
う
。

へ
昼
餉
ら
し
土
工
の
小
屋
や
雪
雫
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
静
風

　
御
慶
申
す
主
婦
の
化
粧
の
ほ
ん
の
り
と

　
幸
福
の
こ
と
の
一
句
や
今
朝
の
春
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
瀞
舟

声
高
の
祝
い
唄
あ
る
新
年
会
。

窓
細
く
開
け
恵
方
棚
に
光
射
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
持

初
商
い
み
え
し
嬉
し
く
妻
の
酌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
島

暖
か
き
日
和
寿
く
年
始
客
。

初
雀
軒
に
こ
ぼ
れ
し
大
藁
屋
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

硬
骨
の
人
と
な
り
れ
り
藁
を
打
つ
。

月
明
り
ガ
ラ
ス
凍
て
』
さ
え
ぎ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山

初
灯
し
祖
父
が
開
け
る
不
動
尊
。

礼
受
の
主
め
で
た
き
酔
の
体
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

初
詣
で
押
さ
れ
て
位
置
の
定
ら
ず
。

初
詣
で
御
神
酒
の
冷
え
を
い
た
父
け
り
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
端

書
初
の
子
の
墨
す
る
や
氷
ら
の
陽
。

　
　
％

　
　
P
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り
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％

　
　
べ
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ぐ

紅
茶
“

　
　
’

　
　
～

枯
水
挿

悠
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竜
峰
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甫
部
　
老

人

流
行
し
て
い
た
歌
を
愛
唱
し
て
い
た
頃

明
治
時
代
の
工
業
を
成
し
遂
げ
た
所
謂

律
義
型
の
老
人
が
謡
曲
や
詩
吟
、
長
唄

の
中
で
育
っ
た
だ
け
に
、
私
た
ち
の
歌

っ
た
歌
と
比
較
し
て
何
と
随
落
し
た
世

の
中
が
来
た
と
慨
嘆
さ
れ
た
事
だ
ろ
う

と
今
思
っ
て
も
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
古
老
た
ち
の

心
配
顔
を
よ
そ
に
私
達
年
代
の
人
た
ち

も
今
日
ま
で
滲
め
な
戦
禍
か
ら
立
ち
上

っ
て
立
派
な
社
会
を
建
設
し
た
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
私
達
が
次
の
年
代

の
人
た
ち
を
心
配
し
は
じ
め
て
い
る
。

い
つ
の
時
代
の
入
た
ち
に
も
今
の
若
い

者
は
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
繰
返
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
小
さ
い
一
戸
に
例

え
れ
ば
相
当
自
覚
と
分
別
の
つ
い
た
吾

が
子
に
対
し
、
こ
ん
な
者
が
自
分
の
後

を
継
げ
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
さ
れ
る
こ

と
に
よ
く
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
時
代
の
変
遷
に
つ
れ
て
歌
が
変
り
、

若
い
人
た
ち
の
考
え
方
が
歌
と
共
に
変

る
の
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
だ
が
、
そ
れ
な
り
の
立
派

な
社
会
が
建
設
さ
れ
玉
ば
結
構
と
思
う

の
で
す
。
叉
建
設
で
き
る
こ
と
を
疑
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
「
温
故
知
新
」
の
言

葉
も
あ
る
よ
う
に
、
高
度
の
新
し
い
文

化
も
、
古
い
文
化
の
礎
石
の
上
に
築
か

れ
て
行
く
こ
と
を
忘
れ
て
も
ら
い
た
く

な
い
の
で
す
。

　
い
つ
の
時
代
で
も
、
新
旧
の
思
想
が

交
代
す
る
時
点
で
多
少
の
マ
サ
ッ
は
免

か
れ
な
い
こ
と
は
歴
史
が
よ
く
物
語
っ

て
い
ま
す
。
祖
国
を
愛
し
、
社
会
秩
序

が
保
た
れ
、
人
間
性
を
逸
脱
す
る
こ
と

の
な
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
結
論
的

一
致
を
見
る
と
す
れ
ば
、
私
共
の
考
え

方
は
単
な
る
思
い
過
し
で
あ
る
こ
と
を

反
省
す
る
も
の
で
す
。

　
人
は
そ
れ
み
＼
育
つ
環
境
に
よ
っ
て

多
か
れ
少
な
か
れ
人
間
形
成
の
面
で
ち

が
う
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ

こ
に
新
旧
の
思
想
の
対
立
は
免
か
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
考
え
て
見
ま
す
と
そ

れ
は
誰
の
責
任
で
も
な
い
、
結
局
は
お

互
い
に
異
っ
た
環
境
に
育
っ
た
と
い
う

根
本
的
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め

て
和
解
の
途
が
開
か
れ
る
も
の
と
信
じ

ま
す
。

（3）



（4）

噂
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申
込
み
は
早
め
に
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》
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㎜
松
代
町
簡
易
水
道
計
画
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｛

艶
～
－
｝
5
ぞ
5
急
｝
～
～
～
‘
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
～
～
｝
へ

　
　
〈
水
道
計
画
の
概
要
〉

◇
取
水
　
　
水
源
は
、
旧
奴
奈
川
地
区

　
城
川
上
流
、
室
野
城
の
下
に
当
り
深

　
山
漢
谷
で
取
水
し
、
自
然
流
下
方
式

　
で
浄
水
場
に
導
水
す
る
。

◇
浄
水
　
　
浄
水
場
は
、
室
野
字
向
田

　
（
室
野
小
学
校
裏
）
に
設
置
す
る
予
定

　
で
浄
水
施
設
と
し
て
は
、
着
水
井
、

　
薬
品
注
入
装
置
、
凝
集
池
、
沈
澱
池
、

　
急
速
濾
過
機
、
浄
水
池
、
消
毒
設
備
、

　
濾
過
機
室
、
機
械
室
な
ど
の
設
備
を

　
行
い
浄
水
し
て
送
水
ポ
ン
プ
で
配
水

　
池
に
送
水
す
る
。

◇
配
水
　
　
浄
水
し
た
水
は
別
表
（
給

　
水
図
）
に
よ
り
給
水
を
行
う
。

◇
給
水
予
定
地
区
　
　
福
島
、
奈
良
立

　
室
野
、
池
尻
、
千
年
、
松
代
、
小
荒

　
戸
、
太
平
、
菅
刈
、
田
沢
、
犬
伏
、

　
蒲
生
、
儀
明
の
十
三
部
落
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。

◇
給
水
人
口
（
昭
和
五
二
年
度
を
目
標
）

　
一
般
住
民
　
　
四
、
七
〇
〇
人

　
学
校
保
育
所
　
　
一
、
七
三
八
人

　
旅
館
　
　
　
　
　
　
　
八
○
人

　
官
公
署
　
　
　
　
　
三
四
〇
人

　
病
院
診
療
所
　
　
　
　
九
八
人

◇
給
水
量

　
　
　
（
一
人
一
日
当
計
画
最
大
給
水
量
）

　
一
般
住
民
　
　
二
〇
〇
リ
ツ
ト
ル

　
学
校
保
育
所

　
旅
館

　
官
公
署

　
病
院
診
療
所

◇
取
水
量

　
五
〇

一
〇
〇

　
七
〇

四
〇
〇

〃〃〃〃

　
　
　
　
　
一
、
二
〇
七
、
六
九
立
方
米

　
一
日
最
大
給
水
量
の
十
％
増
し
と
す

　
る
o

◇
水
源
水
量
の
概
算

　
一
日
当
三
、
七
一
五
立
方
米
流
量

◇
着
工
、
完
成
　
　
昭
和
四
十
八
年
度

　
着
工
、
昭
和
五
十
一
年
度
完
成
予
定
。

　
取
水
堤
か
ら
着
工
し
、
浄
水
施
設
、

　
第
一
配
水
池
の
順
に
施
工
、
こ
れ
ら

　
に
近
い
部
落
か
ら
順
次
完
成
次
第
給

　
水
す
る
予
定
。

◇
工
事
費
　
総
工
費
四
億
円
の
見
込
み

皆
ん
な
が
入
い
る
時
に

　
　
　
　
入
い
り
ま
し
よ
う
。

　
水
道
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も

言
わ
れ
て
い
る
位
い
で
、
水
道
の
有
る

無
し
が
文
化
生
活
の
水
準
を
は
か
る
も

の
さ
し
に
さ
え
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
部
落
の
方
々
は
こ
の
際
一
軒
で
も

多
く
水
道
に
加
入
さ
れ
て
文
化
の
恩
恵

に
浴
さ
れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
松
代
の
水
道
の
時
も
、
農
集
電
話
の

時
も
そ
う
で
し
た
が
、
結
局
最
後
は
ほ

と
ん
ど
全
家
庭
が
入
い
り
ま
し
た
。

浮水した水は

　このようにして給水されます。

【
別
表
】

第
一
配
水
系
1

（
籔
馳
）

1
第
一
区
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
福
　
島

－
加
圧
方
式
ー
ブ
ー
ス
タ
ー
装
置
ー
　
奈
良
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ー
　
（
輔
部
）

ー
自
然
流
下
方
式
ー
直
流
地
区
ー
　
奈
良
立

－
第
二
区
⊥
蕪
葬
陵
薙
譜
酬
濱

第
二
配
水
系
i
第
三
区
ー

（
配
水
池
は
千
年
）

ー
自
然
流
下
方
式
ー

1
加
圧
方
式
　
　
ブ
ー
ス
タ
ー
装
置
ー
菅

尻野

1
直
流
地
区
L
融
職

　
　
　
　
　
　
　
「
千
年

「
減
醤
⊥
糾
荒
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈

第
三
配
水
系
ー
ー
第
四
区
ー
－
自
然
流
下
方
式
ー
ー
直
流
地
区
ー
蒲

（
配
水
池
は
蒲
生
）

第
四
配
水
系
－
第
五
区
i
自
然
流
下
方
式
ー
1
直
流
地
区
－
儀

（
配
水
池
は
儀
明
）

生明

ど
う
せ
入
い
る
の
で
し
た
ら
、
た
と
え

一
時
的
に
で
も
肩
身
の
せ
ま
い
思
い
を

す
る
よ
り
も
、
皆
ん
な
と
一
諸
に
入
い

っ
た
方
が
ど
れ
位
い
良
い
か
わ
か
り
ま

せ
ん
、
テ
レ
ビ
だ
っ
て
結
局
は
全
家
庭

に
入
い
り
ま
し
た
、
洗
濯
機
も
そ
う
で

す
、
ど
う
せ
最
後
は
皆
ん
な
が
い
れ
る

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
せ
い
れ
る
な
ら
皆
ん
な
と
一
諸
に
い

れ
ま
し
よ
う
。

十
分
の
嘲
の
安
い
経
費
で
入
い
れ
ま
す

　
　
一
か
月
わ
事
か
一
、
二
五
〇
円
（
四
年
）

　
こ
の
水
道
の
工
事
費
は
約
四
億
円
で

す
。
こ
の
う
ち
約
九
割
の
三
億
六
千
万

円
は
国
・
県
・
町
が
負
担
し
ま
す
。
残

り
の
わ
ず
か
一
割
の
四
千
万
円
を
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
て
作
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

一
戸
当
り
の
経
費
は
次
の
と
お
り
で
す

　
本
管
工
事
分
　
四
万
円

　
流
末
工
事
分
　
二
万
円

　
合
計
　
　
　
　
六
万
円

工
事
期
間
は
四
年
間
で
す
の
で
六
万
円

を
四
年
で
割
る
と
一
か
月
一
、
二
五
〇

円
に
な
り
ま
す
。

一
か
月
わ
ず
か
一
、
二
五
〇
円
で
便
利

な
水
道
が
出
来
て
、
し
か
も
検
査
に
合

格
し
た
安
心
し
て
飲
め
る
水
が
蛇
口
を

ひ
ね
る
だ
け
で
出
て
来
ま
す
。

　
　
故
障
は
役
場
も
ち

　
今
各
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ポ
ン
プ
に
よ
る
水
道
や
、
何
軒
か
の
グ

ル
ー
プ
で
引
い
て
い
る
水
道
等
は
故
障

の
都
度
何
万
何
十
万
円
と
か
け
て
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
水

道
は
浄
水
場
、
配
水
場
、
本
管
等
に
故

障
が
あ
っ
て
も
役
場
が
直
し
ま
す
か
ら

各
家
庭
に
は
負
担
は
か
X
り
ま
せ
ん
。

　
　
消
火
栓
が
つ
き
ま
す

　
関
係
部
落
に
は
消
火
栓
が
設
置
さ
れ

ま
す
か
ら
、
家
の
近
辺
の
消
火
栓
に
ホ

ー
ス
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
消
火
が
出
来
ま

す
、
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
の
は

ホ
ー
ス
の
口
金
を
ガ
チ
ヤ
ン
と
押
し
込

む
だ
け
で
す
の
で
、
誰
れ
で
も
簡
単
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

火
災
に
最
も
大
切
な
早
期
消
火
が
で
き

ま
す
の
で
、
大
事
に
至
ら
な
い
う
ち
に

消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
申
し
込
み

　
水
道
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
か
ら
、
区
長
さ
ん

又
は
役
場
の
水
道
係
へ
ご
連
絡
下
さ
い



ア
ル
中
診
断
法

　
が
あ
る
。

　
が
あ
る
。

　
が
あ
る
。

　
　
飲
ん
だ
後
で
深
く
後
悔
す
る
。

　
　
毎
日
同
じ
時
間
に
飲
み
た
く
な
る

　
　
飲
ま
な
い
と
眠
れ
な
い
。

　
　
翌
朝
ま
た
飲
み
た
く
な
る
。

　
　
外
で
一
人
で
も
飲
む
。

　
　
飲
む
と
家
庭
の
こ
と
に
無
関
心
に

①
酒
を
飲
ん
で
仕
事
を
サ
ボ
ル
こ
と

②
飲
ん
で
家
庭
に
波
風
が
立
つ
こ
と

③
飲
ん
で
人
か
ら
不
評
を
買
う
こ
と

④⑤⑥⑦⑧⑨　
な
る
。

⑩
　
酒
の
た
め
経
済
的
危
機
に
陥
っ
た

　
こ
と
が
あ
る
。

⑮⑭⑱⑫⑪

お
じ
け
を
除
く
た
め
に
飲
む
。

自
信
を
つ
け
る
た
め
に
飲
む
。

不
安
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
飲
む

飲
む
と
友
人
を
見
下
し
た
く
な
る

飲
む
と
仕
事
の
能
率
が
ひ
ど
く
下

　
が
る
。

⑯
飲
む
と
向
上
心
が
な
く
な
っ
て
し

　
ま
う
。

⑰
飲
ん
で
完
全
に
記
憶
を
失
っ
た
こ

　
と
が
あ
る
。

⑱
　
飲
ん
で
仕
事
上
の
ミ
ス
を
し
た
こ

　
と
が
あ
る
。

⑲
飲
ん
で
医
者
に
か
～
っ
た
こ
と
が

　
あ
る
。

⑳
酒
の
た
め
病
院
に
入
院
し
た
こ
と

　
が
あ
る
。

圃
ア
ル
中
（
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
）
と
は

　
ア
ル
中
と
は
、
長
い
期
間
酒
を
飲
む

こ
と
が
続
い
た
た
め
、
酒
を
飲
ま
ず
に

生
活
が
で
ぎ
な
く
な
り
、
内
臓
に
も
、

精
神
に
も
、
あ
る
症
状
が
現
わ
れ
た
人

を
い
い
ま
す
。

　
ア
ル
中
は
、
酒
に
負
け
て
酒
に
対
し

て
自
分
の
自
由
を
失
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
家
庭
生
活
を
満
足
に
送
れ
ず

仕
事
に
も
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
家
庭

的
に
も
社
会
的
に
も
著
し
い
支
障
を
生

じ
ま
す
。

　
ア
ル
中
を
酩
酊
行
動
に
よ
っ
て
分
類

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
ア

ル
中
の
酩
酊
行
動
は
、
時
に
大
き
な
社

会
間
題
を
引
き
起
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

囹
静
か
な
ア
ル
中

　
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
風
の
ア
ル
中
で

フ
ラ
ン
ス
人
に
こ
の
型
が
多
い
。
つ
ま

り
フ
ラ
ン
ス
人
は
朝
か
ら
ブ
ド
ワ
酒
を

飲
む
習
慣
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
飲
酒

習
慣
か
ら
自
覚
し
な
い
内
に
ア
ル
中
に

な
る
が
酩
酊
し
て
も
症
状
は
あ
ら
わ
れ

ず
、
肝
障
害
な
ど
で
飲
酒
を
中
断
す
る

と
禁
断
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
。

日
　
飲
酒
に
よ
り
秩
序
あ
る
生
活
が

　
　
で
き
な
い
が
乱
暴
は
し
な
い
。

　
い
わ
ゆ
る
酒
に
の
ま
れ
た
飲
酒
者
で

の
め
ば
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
泥

酔
す
る
。
翌
日
は
二
日
酔
い
に
な
り
怠

業
・
遅
刻
・
欠
勤
を
し
た
り
、
金
銭
を

浪
費
す
る
た
め
家
庭
不
和
を
招
く
、
節

度
の
な
い
問
題
飲
酒
者
。

囹
駅
々
し
い
ア
ル
中

　
酩
酊
し
家
族
を
罵
倒
し
た
り
、
暴
力

を
ふ
る
う
家
族
虐
待
の
問
題
飲
酒
者
。

囹
酩
酊
犯
罪
者

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
し
て
意
識
混
濁
、

感
情
異
常
、
知
覚
異
常
、
思
考
異
常
、

行
動
異
常
な
ど
病
的
反
応
を
あ
ら
わ
し

高
度
の
記
憶
欠
損
が
あ
る
。
先
天
的
体

質
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
と
く
に
て
ん

か
ん
性
格
者
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
格
者
に

多
い
。

圃
　
ア
ル
中
の
治
療

　
ア
ル
中
の
治
療
は
身
体
的
治
療
、
精

神
療
法
、
抗
酒
療
法
等
が
あ
り
ま
す
が

治
療
の
第
一
は
断
酒
で
あ
り
ま
す
。

断
酒
を
行
な
う
に
は
、
隔
離
さ
れ
た
特

定
な
場
所
（
精
神
病
院
）
に
収
容
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
中
患
者
を
精
神

病
院
に
入
院
さ
せ
る
と
、
た
い
て
い
の

場
合
一
週
間
た
つ
か
た
～
な
い
う
ち
に

『
精
神
状
態
が
よ
く
な
り
ま
す
が
、
病
院

を
出
る
と
す
ぐ
酒
を
の
み
病
院
に
逆
戻

り
す
る
た
め
「
ア
ル
中
は
一
生
治
ら
な

い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
ア
ル
中
の
予

後
は
悲
観
的
な
例
が
多
く
、
断
酒
を
つ

づ
け
る
た
め
に
退
院
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

囹
　
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

　
ア
ル
中
患
者
は
飲
酒
癖
を
自
分
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

が
多
く
、
自
分
一
人
で
は
な
か
な
か
断

酒
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

ア
ル
中
の
予
後
を
よ
く
す
る
た
め
に
退

院
の
日
か
ら
関
係
者
に
よ
る
徹
底
し
た

ア
フ
タ
ー
ケ
ァ
が
必
要
で
す
。

囹
家
族
の
協
力
が
絶
対
に
必
要

　
第
一
に
家
族
・
と
く
に
妻
子
の
理
解

あ
る
愛
情
と
協
力
が
大
切
で
す
。

囹
害
に
な
ら
な
い
酒
の
飲
み
方

　
　
五
か
条

一
．
昼
間
酒
を
絶
対
に
の
む
な
。

二
．
適
当
な
時
期
に
切
り
上
げ
よ
。

三
．
飲
ん
だ
あ
と
食
事
せ
よ
。

四
．
週
に
一
・
二
回
禁
酒
日
を
も
う
け
よ

五
．
楽
し
く
の
め
。

囹
　
断
酒
会
に
っ
い
て

　
断
酒
会
は
、
ア
ル
中
の
患
者
が
酒
を

や
め
る
た
め
に
集
っ
て
、
互
に
断
酒
を

励
ま
し
あ
う
会
で
す
。
県
内
の
断
酒
を

誓
っ
た
人
々
が
集
ま
り
「
新
潟
県
断
酒

友
の
会
」
を
設
立
し
、
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
、
こ
の
近
く
の
役
員
は
次
の

方
で
す
。
入
会
希
望
の
方
は
次
の
方
へ

直
接
連
絡
す
る
か
、
大
島
保
健
所
又
は

役
場
社
会
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
副
会
長
　
尾
崎
幸
吉

　
　
　
　
上
越
市
大
町
五
丁
目

　
　
　
　
電
話
（
2
蓋
e
三
－
四
三
〇
九

・
一
一
り
噺
・
ρ
σ
贈
噂
｝
ρ
．
◎
♪
φ
。
～
●
ρ
一
働
♪
ゆ
ゆ
層
◎
2
φ
ゆ
侮
9
；
・
賃
り
馬
6
φ
＝
り
；
の
．
◎
働
．
の
＝
り
：
6
『

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

十
二
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

霞
つ
こ
ん
濃

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡
一

高
橋
　
俊
男
・
神
保
　
玉
江

離験小
島
　
綾
子

石
口
　
　
昇

室
岡
　
祐
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

寺
崎
清
一
郎

山
岸
広
初

柳
　
　
ミ
ナ

山
岸
信
太
郎

若
山
　
チ
ヨ

（
松
代
）

父
正
人

母
秋
江
長
女
（
犬
伏
）

父
昇
一

母
法
子
長
男
（
松
代
）

父
則
男

母
悦
子
二
女
（
松
代
）

八
七
才

八
五
〃

八
五
〃

七
四
〃

八
五
〃

（
桐
山
）

（
東
山
）

（
苧
島
）

（
蒲
生
）

（
室
野
）

（5）



年賀状の整理とぢ年玉賞品
ヘノヘ〕一ピー）《）（」（》ノ㍉ノW』1へ》（ピ〆　　　　　　　　　　　　　　　’

き
は
注
意
を
し
ま
し
ょ
う

　
ま
た
、

理
保
管
し
て
お
い
て
、

す
る
と
便
利
で
す
。

　
◎
お
年
玉
賞
品
の
引
き
換
え

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ
ん

会
は
、
一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
お
年
玉
賞
品
の
引
き
換

え
期
間
は
、
一
月
二
十
日
か
ら
七
月
十

九
日
ま
で
の
六
ケ
月
間
で
す
。

　
当
せ
ん
し
た
ハ
ガ
キ
は
、
番
号
の
部

分
を
切
り
離
さ
ず
に
お
近
く
の
郵
便
局

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
引
き
換

え
は
早
め
に
し
ま
し
よ
う
。

　
な
お
、
．
三
等
以
上
の
場
合
に
は
、
印

鑑
が
必
要
で
す
。

◎
住
所
録
の
整
備
の
チ
ヤ
ン
ス

　
日
ご
ろ
疎
遠
な
間
柄
で
も
年

賀
状
を
交
換
し
て
、
．
消
息
を
確

か
め
合
う
、
の
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
が
、
年
賀
状
を
受
け
取
ら

れ
た
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
住
所

録
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
よ
う

．
住
居
は
そ
の
ま
y
で
も
、
新

ら
し
い
住
居
表
示
の
実
施
に
ょ

り
、
町
名
礎
番
地
の
呼
び
方
が

変
っ
て
い
る
所
や
、
新
ら
し
く

郵
便
局
が
設
置
さ
れ
て
、
郵
便

番
号
が
変
わ
っ
た
地
域
な
ど
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
整
理
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
O

　
今
年
の
年
賀
状
は
大
切
に
整

　
　
　
　
　
　
来
年
の
参
考
に

社
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
松
代
に
工
場
を
新
設
し
、
今
春
三

月
一
伺
か
ら
操
業
を
す
る
、
有
限
会

社
加
藤
都
縫
製
が
第
一
期
生
正
社
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
社

は
高
級
婦
人
既
製
服
を
製
造
す
る
会

社
で
、
仕
事
の
内
容
は
わ
か
ら
な
く

て
も
親
切
に
責
任
を
も
っ
て
指
導
い

た
し
ま
す
。
経
験
は
不
問
で
年
令
は

十
五
才
か
ら
三
十
才
迄
の
人
で
す
。

　
給
与
は
三
万
三
千
円
か
ら
七
万
円

そ
の
他
い
ろ
く
と
待
遇
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
い
事
を
知
り
た
い
人
、

就
職
を
希
望
す
る
人
は
町
役
場
総
務

課
（
電
話
一
番
）
に
照
会
下
さ
い
。

N
S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
・

　
松
代
中
継
局
開
局
ピ

　
N
S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
は
、
難
視

聴
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
松
代
町
一
帯

の
視
聴
者
の
た
め
、
四
十
七
年
十
月
か

ら
同
町
千
年
地
内
に
・
総
工
費
一
、
七
〇

〇
万
円
を
か
け
て
中
継
局
の
工
事
を
進

め
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し

さ
る
四
十
七
年
十
二
月
一
臼
か
ら
本
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
、
N
S
T
松
代
中
継
局
の
開
局
に

，
よ
フ
て
、
松
代
町
、
松
之
山
町
の
区
域

め
約
一
、
三
〇
〇
世
帯
の
皆
様
に
N
鼠

丁
の
映
像
が
鮮
明
に
見
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

』
N
S
T
松
代
中
継
局
の
受
信
チ
ヤ
ン

ネ
ル
嫡
U
H
F
の
四
十
三
チ
ヤ
ン
ネ

ル
、
送
信
出
力
三
十
ワ
ツ
ト
で
お
送
り

し
て
お
り
ま
す
。

　
U
H
F
は
V
H
F
と
異
な
り
、
電
波

の
性
質
が
光
に
良
く
似
て
い
ま
す
の
で

受
信
ア
ン
テ
ナ
と
送
信
ア
ン
テ
ナ
間
は

見
通
し
で
な
け
れ
ば
鮮
明
な
映
像
を
見

る
こ
と
が
で
き
雷
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

各
御
家
庭
の
受
信
ア
ン
テ
ナ
は
送
信
ア

ン
テ
ナ
（
千
年
の
中
子
山
山
頂
）
の
見
通

し
で
き
る
所
を
選
ん
で
セ
ツ
ト
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
S
T
技
術
室
）

書
道
教
室
開
設
の
お
知
ら
せ

　
松
代
に
書
道
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す

、
こ
の
書
道
教
室
は
室
岡
雅
山
（
奴
奈

川
中
学
校
室
岡
幹
男
先
生
）
市
川
映
峰

（
松
代
小
学
校
市
川
寛
永
先
生
）
市
川

松
峰
（
蒲
生
小
学
校
市
川
校
長
先
生
）

樋
口
滴
水
（
松
代
風
月
堂
主
人
）
の
四

氏
が
発
起
人
で
開
設
し
た
も
め
で
、
他

に
も
多
数
の
講
師
を
依
頼
し
て
、
小
学

校
低
学
年
・
同
高
学
年
の
部
、
中
学
校

の
部
、
高
校
・
一
般
の
部
に
分
け
て
毎

週
土
曜
日
に
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
書
道

の
学
習
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
松
代
で
は
す
で
に
区
各

班
長
さ
ん
方
の
協
力
を
得
て
入
会
者
を

募
集
い
た
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
部
落

に
は
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で

（61

入
会
し
て
み
た
い
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
事
務
局

、
（
松
代
風
月
堂
主
人
・
電
話
三
五
番
）

叉
は
町
総
合
セ
ン
タ
i
（
電
話
三
〇
一

番
）
，
・
に
照
会
し
て
下
さ
い
。
．
　
　
、

町
内
電
話
番
号
簿
（
町
発
行
）
の

修
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
i
役
場
・
総
務
課
ー

　
町
で
発
行
い
た
し
ま
し
た
「
町
内
電

話
番
号
簿
」
を
次
の
と
お
り
修
正
し
て

下
さ
い
。
‘
　
　
，
．
　
　
｝
　
［
　
　
、
一

洩
お
ち

　
4
頁
　
志
賀
満
寿
蔵

　
　
　
　
古
町
ー
か
じ
　
　
9
3
6
7

訂
正
　
5
頁
　
関
谷
泰
彦
　
い
ん
き
よ
　
を

　
　
　
・
㌧
関
谷
泰
彦
　
ふ
る
せ
ぎ
　
に

　
　
　
　
、
　
　
　
関
谷
泰
彦
7

｛
晶

し
ん
き
よ

を
抹
消
し

ふ
の
部
に

谷
泰
彦
7

7
頁
　
た
て
い
え
や

8
頁

た
つ
え
や

中
村
昭
次

中
村
昭
次

ふ
る
せ
き
　
関

　
を
記
載
す
る

　
中
村
昭
次
を

中
村
昭
次
に

た
て
い
え
や
を

た
つ
え
や
　
に

あ
な
た
の
寄
稿
を

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

　
こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五

日
に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

」
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
っ
だ
い
係
へ
。

五
、
．
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

　
　
問
答
欄
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
の
お
知
り
に
な
り
た
い
事
に

つ
い
て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る

限
り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。


